

















































































































































































































































































































































項目 平均値 標準偏差 中央値 下 20％タイル
上 25％
タイル
item1 文化の違う場所で生活してみたい 3.51 1.23 4 2.75 43.51 1.14 4 3 4
item2  障がいのある人を助けてあげたい 3.59 0.92 4 3 43.69 0.93 4 3 4
item3 自分には「ふつうの人」とは違う特徴的な面がある 3.27 0.98 3 3 43.38 0.92 3 3 4
item4 違う価値観の人と関わることは不安だ 2.79 1.19 3 2 42.87 1.06 3 2 4
item5 自分は人に助けられて生きている 4.66 0.59 5 4 54.64 0.60 5 4 5
item6 人はみなそれぞれ違った性質をもっていると思う 4.66 0.61 5 4 54.69 0.57 5 4 5
item7 自分のことが好きだ 3.25 1.02 3 3 43.23 0.97 3 3 4
item8 自分とは違う価値観の人を助けてあげたい 3.19 0.96 3 3 43.45 0.91 4 3 4
item9 自分自身の「特徴的な面」には良い面がある 3.39 0.88 3 3 43.48 0.87 3.5 3 4
item10 外国の人と関わることは不安だ 3.11 1.28 3 2 43.10 1.19 3 2 4
item11 障がいのある人からは学ぶことが多い 3.65 0.96 4 3 43.57 0.87 4 3 4
item12 価値観の違う人からは学ぶことが多い 4.10 0.89 4 4 54.07 0.76 4 4 5
item13 違う文化の人と親しくなりたい 3.99 0.95 4 3 53.97 0.87 4 4 5
item14 価値観の違う人と積極的に関わりたい 3.53 1.08 3 3 43.58 0.98 4 3 4
item15 外国の人からは学ぶことが多い 4.14 0.91 4 4 54.13 0.83 4 4 5
item16 自分には価値がない 3.60 1.03 4 3 43.47 1.01 3 3 4
item17 外国にルーツのある人からその文化を学びたい 3.73 0.97 4 3 43.66 0.98 4 3 4
item18 私は人に支えられている 4.64 0.62 5 4 54.62 0.64 5 4 5
item19 困っている外国の人を助けてあげたい 4.18 0.79 4 4 54.06 0.80 4 4 5
item20 障がいのある人と積極的に関わりたい 3.27 1.03 3 3 43.28 0.92 3 3 4
item21 自分とは違う性質の人と関わるのは不安だ 2.75 1.11 3 2 32.80 1.02 3 2 4
item22 自分には得意なことがない 3.30 1.22 3 2 43.37 1.04 3 3 4
item23 意見の合わない人から学べることは少ない 3.72 0.93 4 3 43.72 0.87 4 3 4
item24 外国にルーツをもつ人と積極的に関わりたい 3.67 1.00 4 3 43.61 0.95 4 3 4
item25 文化は近い人からの方が学びが多い 2.93 0.92 3 2 32.94 0.85 3 2 3




項目 平均値 標準偏差 中央値 下 20％タイル
上 25％
タイル
item1 外国でくらしてみたい。 2.15 0.80 2 2 32.08 0.76 2 2 3
item2 しょうがいのある人が困っていたら助けたい。 2.69 0.48 3 2 32.85 0.38 3 3 3
item3 自分には他の人とちがうところがある。 2.85 0.38 3 3 32.77 0.60 3 3 3
item4 考え方のちがう人といっしょにいるのは不安だ。 2.38 0.65 2 2 32.46 0.66 3 2 3
item5 自分はいつも人から助けられている。 2.77 0.44 3 3 32.69 0.63 3 3 3
item6 人はみなそれぞれ他の人とはちがう面があると思う。 3.00 0.00 3 3 32.85 0.38 3 3 3
item7 自分のことが好きだ。 2.15 0.55 2 2 22.15 0.55 2 2 2
item8 外国の人といっしょにいるのは不安だ。 2.15 0.55 2 2 22.08 0.76 2 2 3
item9 考え方のちがう人からはたくさんのことを学べる。 2.54 0.66 3 2 32.62 0.65 3 2 3
item10 自分には価値がある。 2.23 0.73 2 2 32.15 0.80 2 2 3
item11 外国の人と仲良くなりたい。 2.54 0.66 3 2 32.62 0.51 3 2 3
item12 私は今のままの自分でよいと思う。 1.85 0.90 2 1 32.08 0.86 2 1 3
item13 考え方のちがう人といっしょにいたい。 2.08 0.64 2 2 22.23 0.60 2 2 3
item14 私はいつも人に支えられている。 2.85 0.38 3 3 32.62 0.65 3 2 3
item15 自分とちがうとくちょうの人といっしょにいるのは不安だ。 2.38 0.77 3 2 32.23 0.73 2 2 3
74
Table3　C高校事前・事後調査（上段は事前調査結果、下段は事後調査結果）
項目 平均値 標準偏差 中央値 下 20％タイル
上 25％
タイル
item1 文化の違う場所で生活してみたい 2.59 1.09 3 2 33.15 1.02 3 3 4
item10 外国の人と関わることは不安だ 2.48 1.21 2 2 32.85 1.02 3 2 3
item11 価値観の違う人からは学ぶことが多い 3.58 0.88 4 3 43.57 0.95 4 3 4
item12 違う文化の人と親しくなりたい 3.32 0.92 3 3 43.39 1.00 3 3 4
item13 価値観の違う人と積極的に関わりたい 3.00 0.86 3 3 33.26 0.94 3 3 4
item14 外国の人からは学ぶことが多い 3.38 1.06 3 3 43.38 0.91 3 3 4
item15 自分には価値がない 3.05 0.99 3 3 33.08 0.98 3 3 4
item16 外国にルーツのある人からその文化を学びたい 3.04 0.91 3 3 3.53.26 0.85 3 3 4
item17 私は人に支えられている 4.30 0.87 5 4 54.07 0.96 4 3 5
item18 困っている外国の人を助けてあげたい 3.63 0.88 4 3 43.57 0.87 4 3 4
item19 障がいのある人と積極的に関わりたい 3.01 0.93 3 3 33.11 0.91 3 3 4
item2 障がいのある人を助けてあげたい 3.46 0.98 3 3 43.32 1.05 3 3 4
item20 自分とは違う性質の人と関わるのは不安だ 2.83 0.91 3 2 33.05 0.95 3 2 4
item21 自分には得意なことがない 3.21 1.14 3 2.25 43.22 1.08 3 3 4
item22 意見の合わない人から学べることは少ない 3.39 0.92 3 3 43.29 0.93 3 3 4
item23 外国にルーツをもつ人と積極的に関わりたい 2.97 0.85 3 3 33.17 0.87 3 3 4
item24 文化は近い人からの方が学びが多い 3.14 0.78 3 3 43.13 0.86 3 3 4
item25 自分に満足している 2.60 1.10 3 2 32.92 1.06 3 2 3
item3 自分には「ふつうの人」とは違う特徴的な面がある 2.99 0.92 3 3 33.30 0.95 3 3 4
item4 違う価値観の人と関わることは不安だ 2.89 1.13 3 2 33.06 0.97 3 2 4
item5 自分は人に助けられて生きている 4.36 0.85 5 4 54.12 0.92 4 3 5
item6 人はみなそれぞれ違った性質をもっていると思う 4.44 0.85 5 4 54.16 0.90 4 4 5
item7 自分のことが好きだ 2.83 1.12 3 2 32.88 1.05 3 2 3
item8 自分とは違う価値観の人を助けてあげたい 3.25 0.96 3 3 43.39 0.86 3 3 4



















1 A 大学 0.85 0.86
2 B 小学校 0.57   0.76














A 大学 3.61     3.64 0.461  0.426 3.58 3.62
B 小学校 2.82     2.80 0.282  0.368 2.85 2.92
C 高校 3.25     3.35 0.393  0.464  3.22 3.32
Figure1　A大学の回答ヒストグラム
《掲載文の種類》 
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＜Figure1＞ A 大学の回答ヒストグラム 
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＜Figure1＞ A 大学の回答ヒストグラム 
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igure5 B 小学校の回答ボックスプロット 
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Figure5 B 小学校の回答ボックスプロット 
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How children surrounding a child with special 
educational needs can accept him
―Verification of the effectiveness of educational     
   programs for understanding diversity―
　This study aims to clarify how children 
surrounding a child with special educational 
needs accept him, and how we can increase 
their acceptance. It is important for a child 
with needs to accept himself, including his 
needs. However, one of the obstacles is that 
it is hard to be accepted by the surrounding 
students. In the other hand, students around 
him can also be hurt if they do not know that 
the behavior of child in needs is not malicious. 
The purpose of this study was to examine 
the effects of an educational program on 
the acceptance of children with needs. That 
program, in elementary schools in mountainous 
areas, high schools in local cities, and in a 
university in metropolitan areas, proceeds their 
understands of human diversity. As a result, 
the following has become clear. At all schools, 
there is no significant change in acceptance 
before and after receiving the educational 
program, but the median of acceptance figures 
increases slightly. The program also had 
the effect that children who usually did not 
speak much actively spoke. This suggests 
that a single educational program cannot 
be generalized as children increase their 
acceptance of children with special educational 
needs, but can serve as an opportunity to find 
their new way to accept them.
